いようで ある。 紳士と 紳士が 主義の 相違で 仲違い をし 

たという のが、 その 背後に 物質の 問題の かくれて いる 

こと も ある。 

世の中が 妙に 騒々 しくて、 青い X 事件が あるかと 思 

うと 黒い Y 事件、 黄色い Z 事件な どが 続出す る。 ある 

人 はこれ を 社会経済 状態の 欠陥の せいだと 信じ、 また 

ある 人 は 唯物論 的 思想の 流行に よる 国民 精神の 廃頹の 

せいだと 思い 込む。 しかし マ J れらの 動揺の 真因 は 必ず 

しもそう 手近な 簡単な もので はない かもしれ ない と 思 

われる。 

いろいろ 考えられる 原因の 中での 一 つの かなり 重要 



非常な 熱 を 発生して 罎が 破れたり、 火傷した りする 危 

険が 発生す る。 

汽車 や 飛行機 や 電話 や 無線電信 はい わば 氷の 中へ 熱 

鉄 を 飛び込ませ、 水の 中へ 濃硫酸 を 酌み 込む ような 役 

目 をつ とめる ものである。 

交通機関の 拡がる の は、 風の 弱い 日の 火事の 拡がる 

ように 全面的ではなくて、 不規則な 線に 沿うて 章魚の 

足の ご とく 菌糸の，) ^ とく 播が リ、 又 てづる もづ るの 触 

手の ごとく 延びる ので ある。 それが ために 暗黒 ァフリ 

力 の 真只中に ロンドン 製品 の 包紙が ちらばる ような ザ J 

とになる。 提 I せと ネオン 噔 とが 衝突す る ことになる。 



それが 騒動の もとにな るので ある。 

こういう 騒動 をな くす るに は あらゆる 交通機関 をな 

くして しまう か、 ただし は これらの 機関 を 万遍なく 発 

達させる か、 どちら かによ る 外 はない。 

精神的 交通機関に ついても やはり 同様で、 皆無 か 具 

足 か、 どちら か を 選ぶ ことにしなければ 面倒 は 絶えな 

ヽ o 
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教育に しても 子供から 青年までの 教育機関 はあって 

も 中年、 老年の 教育機関が 一向にと とのって いない。 

しかし、 人間 二十 五、 六 歳まで 教育 を 受ければ それで 

十分 だとい う 理窟 は どこに もない。 死ぬ まで 受けられ 



る 限りの 教育 を 受けて こそ、 この 世に 生れて 来た 甲斐 

が あるので はない かと 思われる。 現在 ある 限りの 学校 

を 卒業した ところで、 それで 一 人前に なれる はずが な 
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中年 学校、 老年 学校 を 設置して 中年、 老年の 生徒 を 

収容し、 その 教授、 助教授に は 最も 現代的な 模範的 ボ— 

ィゃガ —ルを 任命す るの も 一 案で ある。 

子供 を 教育す るば かりが 親の 義務でなくて、 子供に 

教育され る こと もまた 親の 義務 かもしれ ない ので ある _ 

新しい 交通機関、 例えば 地下鉄 や 高架線が 開通す る 

と、 誰よりも 先に 乗って みないと 気の すまない という 



象 現象で ある。 気 層の 不平の 結果で ある。 

昔、 不平が あると 穴 を 掘って はこつ そり その 中へ 吐 

き 込んだ 人が ある。 自分 も 何 かしら 書きたい ことが 

あって 筆 を 取った はずで あつたが、 思う ことが なかな 

か 思うよう に 書け ない ので、 途中で 打 切って さて 何遍 

となく 行 を 改めて 更に 書 出して みても、 やはりう まく 

書け ない。 思う ことの 書け な いのは 世の中の せいかと 

いうよう な 気 もす るが、 これ も 猫の 穴 掘りと 同様に 実 

は 自分の 筆の 通じが 悪い せいか もしれ ない ので ある。 

(昭和 九 年 一 月 『大阪 朝日 新聞』 『東京 朝日 新聞』) 
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